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決算のポイント

売上高は期初予想を下回り、前年同期比77.2％に減少。自動車

関連事業が大幅に落ち込む。

売上高は期初予想を下回り、前年同期比77.2％に減少。自動車

関連事業が大幅に落ち込む。

営業損失の計上は余儀なくされたが、厳しい状況ながらも、営業

損失の拡大は回避。期初予想比35百万円の改善。

営業損失の計上は余儀なくされたが、厳しい状況ながらも、営業

損失の拡大は回避。期初予想比35百万円の改善。

四半期純利益（累計）は、期初に収支イーブンを予想していたが、

営業損失の抑制等により、黒字を確保。

四半期純利益（累計）は、期初に収支イーブンを予想していたが、

営業損失の抑制等により、黒字を確保。
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連結決算概要（第2四半期累計）

10/10期

2Q累計

11/10期2Q累計

前年同期比

売 上 高 5,468 4,218 77.2

営 業 利 益 △77 △145 ー

経 常 利 益 193 7 4.0

四 半 期 純 利 益 205 19 9.6

（百万円、％）

11/10期2Q

累計期初予想

4,760

△180

△30

0

売上高は期初予想を下回り、前年同期比77.2％に減少。売上高は期初予想を下回り、前年同期比77.2％に減少。

猟銃事業、工作機械事業の売上高は前年同期を下回ったが、概ね期初予想通り。

自動車関連事業は、震災後の自動車生産の減少の影響を受け、減収幅が拡大。

営業損失の拡大は回避。四半期純利益の黒字確保に結びつく。営業損失の拡大は回避。四半期純利益の黒字確保に結びつく。

営業損失は期初予想△180百万円より35百万円改善。

＊2010.12.15公表

（期初予想）
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連結売上高の増減
（百万円）

5,468

4,218
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5,000
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6,000

10/10期2Q 11/10期2Q（左：金額 右：前年同期比）

連 結

売 上 高

猟 銃 事 業 2,598 2,227 85.7％

工 作 機 械 事 業 949 868 91.5％

自 動 車 関 連 事 業 1,908 1,121 58.8％

連 結 営 業 利 益 △77 △145 ―

猟銃事業

▲371

その他・消去

▲12

工作機械事業

▲81
自動車関連事業

▲786

10/10期2Q 11/10期2Q

（百万円）

連結

売上高

連結

売上高
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連結経常利益の増減

10/10期2Q 11/10期2Q（左：金額 右：前年同期比）

連 結

営業利益

猟 銃 事 業 △81 △120 ―

工 作 機 械 事 業 97 80 82.1％

自 動 車 関 連 事 業 21 9 45.0％

連 結 経 常 利 益 193 7 4.0％

持 分 法 投 資 利 益 79 24 31.1％

猟銃事業

▲38
持分法

投資利益

▲54

工作機械事業

▲17

自動車関連

事業

▲11

その他・消去

▲66

（百万円）

10/10期2Q 11/10期2Q

（百万円）

連結

経常利益

連結

経常利益

連結営業利益の増減要因
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猟銃事業：売上高・営業利益
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2,227
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（百万円）

上下二連銃

▲46
ライフル・その他

▲325

10/10期2Q 11/10期2Q

売上増減の内訳
（10/10期2Q⇒11/10期2Q）

10/10期2Q 11/10期2Q

（百万円）

営業利益の推移
（10/10期2Q⇒11/10期2Q）

購買意欲の低迷の影響を受けつつも、売上高は期初予想を確保。購買意欲の低迷の影響を受けつつも、売上高は期初予想を確保。

ライフルの落ち込みは大きくなったが、上下ニ連銃は前年同期比微減にとどまった。
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工作機械事業：売上高・営業利益

（百万円）
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機械

▲165

ツール

+35

加工

+33

その他

+16

（百万円）

10/10期2Q 11/10期2Q 10/10期2Q 11/10期2Q

売上増減の内訳
（10/10期2Q⇒11/10期2Q）

営業利益の推移
（10/10期2Q⇒11/10期2Q）

機械は大幅減少を余儀なくされたが、ツール・加工部門が増収を確保。機械は大幅減少を余儀なくされたが、ツール・加工部門が増収を確保。

営業利益は、コスト削減等により、期初予想を大幅に上回った。
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自動車関連事業：売上高

売上増減の内訳
（10/10期2Q⇒11/10期2Q）

1,908

1,121
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純木製ハンドル

▲684

シフトノブ

▲106
その他

+3

10/10期2Q

（百万円）

純木製ハンドル

シフトノブ

その他

11/10期2Q

売上構成の内訳
（11/10期2Q）

自動車生産の大幅減少が影響。売上高は前年同期比58.8％に低下。自動車生産の大幅減少が影響。売上高は前年同期比58.8％に低下。
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連結業績予想

10/10期 11/10期

実績 予想 前年同期比

売 上 高 10,544 9,650 91.5

営 業 利 益 ▲179 ▲280 ー

経 常 利 益 307 0 ー

当 期 純 利 益 233 20 8.6

（百万円、％）

売上予想は前年同期比91.5％。期初予想からの変更なし。売上予想は前年同期比91.5％。期初予想からの変更なし。

猟銃事業、工作機械事業はほぼ想定通りの推移、自動車関連事業では今後の回復を予想。

経常利益予想は収支イーブン。期初予想からの変更なし。経常利益予想は収支イーブン。期初予想からの変更なし。

（ご注意）

本資料の業績予想は、本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づ
いて作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果
となる可能性があります。いかなる確約や保証を行うものではありません。


